


感覚障害で難渋することとは？



これは感覚障害？
① 感覚がわからない 

② 動かし方がわからない・手の位置がわからない 

③ 痺れている 

④ 触ろうとした時にその場所に手足がない 

⑤ 到達する位置がずれる 

⑥ 同じ運動ができない 

⑦ 動きを目で追う 

⑧ スリッパが脱げているのが気づかない

主訴からわかること

動作からわかること



主訴から考える
主訴とは、患者の自覚的訴えのこと。その中心的なものを主訴といいます。

感覚がわからない

動かし方・位置がわからない

痺れている

全て同じ 
感覚障害？

全て同じ 
アプローチ？



感覚ってinput？out put？

受容器

input

効果器

output



感覚とは？
　感覚とは感覚受容器が刺激され、その受容器から発せられた情報が　　　　　　　　　　　　　

神経伝導路をたどり、大脳皮質の各感覚野に投射される

受容器

＜感覚＞ 
input

感覚がわからない

痺れている

動かし方・位置がわからない



感覚がわからないとは？
感覚の種類 特徴 感覚名 主訴

特殊感覚 受容器が特定の 
部位に局在する

視覚

聴覚

平衡覚

嗅覚

味覚

体性感覚 受容器が体全体に分布する
表在感覚

深部感覚

内蔵感覚 受容器が内蔵にある
内蔵痛覚

内蔵感覚



感覚がわからないとは？
感覚の種類 特徴 感覚名 主訴

特殊感覚 受容器が特定の 
部位に局在する

視覚 見えない

聴覚 聞こえない

平衡覚 目が回る

嗅覚 臭わない

味覚 味が変・しない

体性感覚 受容器が体全体に分布する
表在感覚 感覚がわからない

深部感覚 動かし方・位置がわからない

内蔵感覚 受容器が内蔵にある
内蔵痛覚

内蔵感覚



感覚障害が起こるとどうなる？

表在感覚

深部感覚
ど
こ
に

何
が



感覚障害が起こるとどうなる？
視床

表在感覚

受容器

３B

３A深部感覚

伝導路 感覚野

VPM 

中継点 ど
こ
に

何
が

内側毛帯

脊髄視床路



感覚の目的
～感覚は何をするためにあるの？～

この感覚わかりますか？

何指かわかりますか？

＊わかるとは？：はっきりせずにいた事にけじめがつき、明らかになる。

表在感覚

深部感覚



感覚とは？
　感覚とは感覚受容器が刺激され、その受容器から発せられた情報が　　　　　　　　　　　　　

神経伝導路をたどり、大脳皮質の各感覚野に投射される

受容器

＜感覚＞ 
input

感覚がわからない

痺れている

動かし方・位置がわからない



表在（皮膚）感覚受容器
機械的受容器 

温度受容器 

侵害受容器

外部との接触または自己の運動や姿勢の変化に 
よって起こる受容器。大きく４つある 

マイスナー・メニケル・パチニー・ルフィニー

冷受容器（冷線維）と温受容器（温線維）があり、 
それぞれ15～33℃、33～45℃の刺激に反応する。 

これらの範囲外の温度には痛覚が生じる 

末梢神経の自由終末であり、組織の侵害・ 
損傷により遊離した発痛物質に反応する

感覚受容器(体性感覚)
深部感覚受容器

筋紡錘 

ゴルジ腱器官 

関節受容器

https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E5%86%B7%E5%8F%97%E5%AE%B9%E5%99%A8&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E6%B8%A9%E5%8F%97%E5%AE%B9%E5%99%A8&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E7%97%9B%E8%A6%9A
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E6%9C%AB%E6%A2%A2%E7%A5%9E%E7%B5%8C&action=edit&redlink=1


表在感覚の目的
～表在感覚は何をするためにあるの？～

表在（皮膚）感覚受容器

機械的受容器 

温度受容器 

侵害受容器

外部との接触または自己の運動や姿勢の変化に 
よって起こる受容器。大きく４つある 
マイスネル・メニケル・パチニ・ルフィニ

冷受容器（冷線維）と温受容器（温線維）があり、 
それぞれ15～33℃、33～45℃の刺激に反応する。 

これらの範囲外の温度には痛覚が生じる 

末梢神経の自由終末であり、組織の侵害・ 
損傷により遊離した発痛物質に反応する

メルケル触板　　　 　　マイスネル小体自由神経終末

ルフィニ小体

クラウゼ 
小体

ルフィニ小体

パチニ小体

触痛覚

温覚

圧覚

表皮

冷受容器はクラウゼ小体・温受容器はルフィニ小体

真皮

皮下組織

https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E5%86%B7%E5%8F%97%E5%AE%B9%E5%99%A8&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E6%B8%A9%E5%8F%97%E5%AE%B9%E5%99%A8&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E7%97%9B%E8%A6%9A
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E6%9C%AB%E6%A2%A2%E7%A5%9E%E7%B5%8C&action=edit&redlink=1


表在感覚の目的
～表在感覚は何をするためにあるの？～

受容器 何か？（識別）

感覚がわからない

識別できませんでした・・
つまり

主訴



受容器

自由神経終末

主訴

痛い！！

どう区別しているのか？



～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

温度：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3野

どう区別しているのか？



受容器

自由神経終末

主訴

痛い！！
脳卒中の患者様はどっちが問題？

感覚を入力し続ければ 
改善するのか？

どう区別しているのか？



受容器

受容器が働かない時があるか？

感覚ってinput？out put？



感覚ってinput？out put？

受容器

受容器が働かない時があるか？
NO

感覚を感じるのはいつ？ 

主訴

意識にのぼる時
①意識しないと感じれない感覚

②意識しなくても感じてしまう感覚

意識にのぼる時



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

温度：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3α野

①意識しないと感じれない感覚



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

温度：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3α野

②意識しなくても感じてしまう感覚



外側運動制御系
大脳皮質

脳幹

脊髄

遠位筋運動細胞

3.1.2

4

6

赤核

外側皮質脊髄路 
（90-95%）

赤核脊髄路

後索核

後角 ・反対側の背側索を下行 
・反対側支配 
・遠位屈筋群を制御 
・手指の精緻運動 
・感覚入力の制御

Right
Right



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

温度：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3α野

①意識しないと感じれない感覚 感覚入力の制御



感覚入力の制御(知覚)

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 起動 実行

表在感覚

触圧覚

温痛覚



感覚入力の制御(知覚)

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 起動 実行

表在感覚

触圧覚

温痛覚

①意識して感じる

②意識しないで感じる

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

素材感覚

リスク

知覚(意識)するために→ 注意

注意して 
感じる

感じたことで 
注意する 逃避反応

判別・確認

危険を知らせる

危険ではない

接触：操作

逃避：離脱

なぜ、違うのか？



ADLで必要な感覚とは？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 起動 実行

表在感覚

触圧覚

温痛覚

①意識して感じる

②意識しないで感じる

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

素材感覚

リスク

知覚(意識)するために→ 注意

注意して 
感じる

感じたことで 
注意する 逃避反応

判別・確認

危険を知らせる

危険ではない

接触：操作

逃避：離脱

なぜ、違うのか？



危機回避に必要な感覚とは？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 起動 実行

表在感覚

触圧覚

温痛覚

①意識して感じる

②意識しないで感じる

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

素材感覚

リスク

知覚(意識)するために→ 注意

注意して 
感じる

感じたことで 
注意する 逃避反応

判別・確認

なぜ、こんなに違うの？

危険を知らせる

危険ではない

接触：操作

逃避：離脱



なぜ温痛覚を感じない？

知覚化 解釈・認知 計画 実行

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

感覚

なぜ温痛覚を感じない？



なぜ温痛覚を感じない？

知覚化 解釈・認知 計画 実行

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

なぜ温痛覚を感じない？
感覚が脳に届かない

意識化されない

温痛覚の 
受容器とは？

温：ルフィニ

冷：クラウゼ

痛：自由神経終末

感覚

外側脊髄視床路

どんな影響があるのか？

逃避行動が取れない

怪我のリスクが高まる

火傷・擦り傷・打撲など

原因

アプローチは
視覚での確認 
身体の確認 

非麻痺側での代償

リスクの回避

リスクの理解



なぜ触圧覚を感じない？

知覚化 解釈・認知 計画 実行

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

なぜ触圧覚を感じない？

感覚



なぜ触圧覚を感じない？

知覚化 解釈・認知 計画 実行

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

なぜ触圧覚を感じない？
感覚が脳に届かない

意識化できない

触圧覚の 
受容器とは？

触：

感覚

前脊髄視床路 
内側毛帯路

どんな影響があるのか？

識別ができない

動作に問題が出る

物と物の識別ができない

原因

アプローチは

意識する

メニケル 
マイスネル

圧： ルフィニ 
パチニ 識別のするために 

必要な感覚を



感覚とは？
　感覚とは感覚受容器が刺激され、その受容器から発せられた情報が　　　　　　　　　　　　　

神経伝導路をたどり、大脳皮質の各感覚野に投射される

受容器

＜感覚＞ 
input

感覚がわからない

痺れている

動かし方・位置がわからない



表在（皮膚）感覚受容器
機械的受容器 

温度受容器 

侵害受容器

外部との接触または自己の運動や姿勢の変化に 
よって起こる受容器。大きく４つある 

マイスナー・メニケル・パチニー・ルフィニー

冷受容器（冷線維）と温受容器（温線維）があり、 
それぞれ15～33℃、33～45℃の刺激に反応する。 

これらの範囲外の温度には痛覚が生じる 

末梢神経の自由終末であり、組織の侵害・ 
損傷により遊離した発痛物質に反応する

感覚受容器(体性感覚)
深部感覚受容器

筋紡錘 

ゴルジ腱器官 

関節受容器

https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E5%86%B7%E5%8F%97%E5%AE%B9%E5%99%A8&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E6%B8%A9%E5%8F%97%E5%AE%B9%E5%99%A8&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E7%97%9B%E8%A6%9A
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E6%9C%AB%E6%A2%A2%E7%A5%9E%E7%B5%8C&action=edit&redlink=1


深部感覚
皮膚より深い部分の、筋肉や腱などにある受容器から生じる感覚。 

皮膚感覚とともに位置・運動などの感覚を発生させる

②筋紡錘（受容器）はどうすれば発火しますか？

伸長

深部感覚→ 位置覚 運動覚

①深部感覚は何覚と何覚？

発火方法→

②腱紡錘（受容器）はどうすれば発火しますか？

伸長発火方法→

何が違うのか？



筋紡錘と腱紡錘

伸長で反応することで①位置覚　②運動覚に関わる

Ia：速さ Ⅱ：長さ

筋紡錘

①三頭筋が 
収縮する

どこの筋紡錘が発火？
②筋紡錘が伸長

伸長で反応することで①位置覚　②運動覚に関わる

腱紡錘

①三頭筋が 
収縮する

どこの腱紡錘が発火？
②腱紡錘が伸長③運動覚を知覚 ③運動覚を知覚



筋紡錘と腱紡錘

伸長で反応することで①位置覚　②運動覚に関わる

Ia：速さ Ⅱ：長さ

筋紡錘

①三頭筋が 
収縮する

どこの筋紡錘が発火？

二頭筋
②筋紡錘が伸長

伸長で反応することで①位置覚　②運動覚に関わる

Ib：長さ

腱紡錘

①三頭筋が 
収縮する

どこの腱紡錘が発火？

三頭筋
②腱紡錘が伸長③運動覚を知覚

肘伸展
③運動覚を知覚

肘伸展



深部感覚
皮膚より深い部分の、筋肉や腱などにある受容器から生じる感覚。 

皮膚感覚とともに位置・運動などの感覚を発生させる

②筋紡錘（受容器）はどうすれば発火しますか？

伸長

深部感覚→ 位置覚 運動覚

①深部感覚は何覚と何覚？

発火方法→

②腱紡錘（受容器）はどうすれば発火しますか？

伸長発火方法→

拮抗筋の収縮

同名筋の収縮



繊細な触圧覚と 
深部感覚

下肢から

上肢から

薄束

楔状束

薄束核

楔状束核

内側毛帯

三叉神経

顔面・頭部

上肢

顔面

体性感覚野

視床

中脳

橋

延髄

頚椎

腰椎

上肢から

下肢から

温痛覚

外側脊髄視床路

前脊髄視床路

粗大な触圧覚

顔面・頭部

三叉神経 
脊髄路核

三叉神経脊髄路

後索

触圧覚と深部感覚の伝導路 温痛覚、粗大な触圧覚の伝導路
下肢

TypeⅠ 
関節包 

（表層） 
ルフィニ終末

TypeⅡ 
関節包 

（深層） 
パチニ小体

TypeⅢ 
靭帯 

ゴルジ 
腱器官

TypeⅣ 
関節包 
脂肪 
靭帯 

侵害受容器

•タイプI(ルフィニ終末) 関節内の圧と外的な牽引に反応。 　　
関節の動いた距離と速度に比例し て反応する。  

•タイプII(パチニ小体) 振動を検出する。　　　　　　　　　 
関節の動き始めに反応する。  

•タイプIII(ゴルジ腱器官) 通常の運動時には反応しないが、 　
強い張力がかかった際に反応。  

•タイプIV(侵害受容器) 関節の損傷時に反応する。  



深部感覚

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

より繊細な感覚

意識にのぼる深部感覚

内側毛帯路 視床VPL 3野

意識にのぼらない深部感覚 脊髄小脳路 脊髄小脳



なぜ動かし方や位置がわからない？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

なぜ動かし方や位置がわからない



なぜ動かし方や位置がわからない？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

なぜ動かし方や位置がわからない

自分の体がわからない

深部感覚＝身体図式
原因は

意識できない

深部感覚を
深部感覚の 
受容器とは？

筋紡錘

腱紡錘

関節受容体

内側毛帯路

アプローチは 
①筋肉を収縮させることで 受容器を発火 させる

②識別する感覚だけを
意識する



感覚とは？
　感覚とは感覚受容器が刺激され、その受容器から発せられた情報が　　　　　　　　　　　　　

神経伝導路をたどり、大脳皮質の各感覚野に投射される

受容器

＜感覚＞ 
input

感覚がわからない

痺れている

動かし方・位置がわからない



痺れはなぜ起こる？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 起動 実行

表在感覚

触圧覚

温痛覚

①意識して感じる

②意識しないで感じる

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

素材感覚

リスク

知覚(意識)するために→ 注意

注意して 
感じる

感じたことで 
注意する 逃避反応

判別・確認

危険を知らせる

危険ではない

接触：操作

逃避：離脱



痺れはなぜ起こる？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 起動 実行

表在感覚

触圧覚

温痛覚

①意識して感じる

②意識しないで感じる

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

素材感覚

リスク

知覚(意識)するために→ 注意

注意して 
感じる

感じたことで 
注意する

痺れている！！

痺れは何受容器？

痺れとは 
神経の伝達の異常

感覚を統合して 
何を表しているか 
わからない

識別できない：混乱

どうしていいか 
わからない



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

圧覚：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3α野

必要な感覚

＊感覚情報は常に入力されている



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

圧覚：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3α野

必要な感覚

感覚情報は常に入力されている 感覚を感じるために必要こと
①知覚するために ②知覚しないために



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

圧覚：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3α野

必要な感覚

感覚情報は常に入力されている 感覚を感じるために必要こと

抑制する

②知覚しないために

必要なことは



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

圧覚：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3α野R

必要な感覚

フィルター

役割

意識にのばらない

＊感覚情報は常に入力されている



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

圧覚：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3α野

必要な感覚

フィルター

役割

意識にのばらない

＊感覚情報は常に入力されている

障害

R

感覚を感じるために必要こと

抑制する

②知覚しないために

フィルター必要なことは
✖✖



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

圧覚：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3野R

必要な感覚

フィルター

感覚が意識にのぼる

知覚する



何感覚かどう区別しているのか？
～何が障害されると、わからなくなるのか？～

触覚：マイスネル・メニケル

圧覚：ルフィニ・パチニ

痛覚：自由神経終末

圧覚：クラウゼ・ルフィニ

前脊髄視床路

外側脊髄視床路

視床VPL 3野R

必要な感覚

フィルター

感覚が意識にのぼる

知覚する

必要でない感覚まで 
脳に届いてしまう！！

混乱

痺れてる！



痺れはなぜ起こる？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 起動 実行

表在感覚

触圧覚

温痛覚

①意識して感じる

②意識しないで感じる

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

素材感覚

リスク

知覚(意識)するために→ 注意

注意して 
感じる

感じたことで 
注意する

痺れている！！

痺れは何受容器？

痺れとは 
神経の伝達の異常

感覚を統合して 
何を表しているか 
わからない

識別できない：混乱

どうしていいか 
わからない

R
感覚を抑制



痺れはなぜ起こる？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

痺れがなぜ起こるのか？



痺れはなぜ起こる？

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

知覚とは感じ取った外界の刺激に意味づけをするまでの過程を知覚と呼ぶ。例えば熱い物に触れた時、皮膚が物理
的な刺激(熱)に基づく感覚情報を受け取り、それに対して「熱い」という意味づけを行うまでの過程。

痺れがなぜ起こるのか？

識別できない：混乱

痺れ＝認知障害
原因は

意識する 抑制する

①知覚するために ②知覚しないために

アプローチは 
①識別する感覚だけを 意識する

トップダウンのアプローチが必要

ことで
不必要な感覚を知覚させない練習が必要

今のは 
ツルツルした感触



これは感覚障害？
① 感覚がわからない 

② 動かし方がわからない・手の位置がわからない 

③ 痺れている 

④ 触ろうとした時にその場所に手足がない 

⑤ 到達する位置がずれる 

⑥ 同じ運動ができない 

⑦ 動きを目で追う 

⑧ スリッパが脱げているのが気づかない

主訴からわかること

動作からわかること



感覚とは？
　感覚とは感覚受容器が刺激され、その受容器から発せられた情報が　　　　　　　　　　　　　

神経伝導路をたどり、大脳皮質の各感覚野に投射される

処理に問題

＜感覚＞ 
input

④ 触ろうとした時にその場所に手足がない 

⑤ 到達する位置がずれる 

⑥ 同じ運動ができない 

⑦ 動きを目で追う 

⑧ スリッパが脱げているのが気づかない



触ろうとした時にその場に手足がない

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

手足がない

臨床場面での現象
手足の場所が認識できない

自分の体がわからない

深部感覚＝身体図式



触ろうとした時にその場に手足がない

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

手足がない

臨床場面での現象
手足の場所が認識できない

自分の体がわからない

深部感覚＝身体図式
原因は

意識できない

深部感覚を
深部感覚の 
受容器とは？

筋紡錘

腱紡錘

関節受容体

内側毛帯路

アプローチは 
①筋肉を収縮させることで 受容器を発火 させる

②識別する感覚だけを
意識する

手足がわかる

臨床場面での現象 
が変化する



深部感覚
皮膚より深い部分の、筋肉や腱などにある受容器から生じる感覚。 

皮膚感覚とともに位置・運動などの感覚を発生させる

②筋紡錘（受容器）はどうすれば発火しますか？

伸長

深部感覚→ 位置覚 運動覚

①深部感覚は何覚と何覚？

発火方法→

②腱紡錘（受容器）はどうすれば発火しますか？

伸長発火方法→

拮抗筋の収縮

同名筋の収縮



同じ動きができない
感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

動きが違う

臨床場面での現象

プログラム

動かし方が変化



同じ動きができない
感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

動きが違う

臨床場面での現象

プログラム

動かし方が変化

イメージの変化

深部感覚＝身体図式・表象

動かす目的や考えの 
認識が変化

原因は

意識できない

どう動いたか
深部感覚のFBが

深部感覚の 
受容器とは？

筋紡錘

腱紡錘

関節受容体

内側毛帯路

アプローチは 
①筋肉を収縮させることで 受容器を発火 させる

②識別する感覚だけを
意識する

動きが一定

臨床場面での現象 
が変化する



動きを目で追う
感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

動きを目で追う

臨床場面での現象

原因は

意識できない

どう動いたか
深部感覚のFBが

違う感覚での代償



動きを目で追う
感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

動きを目で追う

臨床場面での現象

原因は

意識できない

どう動いたか
深部感覚のFBが

違う感覚での代償

深部感覚の 
受容器とは？

筋紡錘

腱紡錘

関節受容体

内側毛帯路

アプローチは 
①筋肉を収縮させることで 受容器を発火 させる

②識別する感覚だけを
意識する

見ない

臨床場面での現象 
が変化する



スリッパが脱げても気づかない

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

なぜ触圧覚を感じない？
感覚が脳に届かない

意識化できない

触圧覚の 
受容器とは？

触：

前脊髄視床路 
内側毛帯路

原因

メニケル 
マイスネル

圧： ルフィニ 
パチニ



スリッパが脱げても気づかない

感覚 知覚化 解釈・認知 計画 実行

なぜ触圧覚を感じない？
感覚が脳に届かない

意識化できない

触圧覚の 
受容器とは？

触：

前脊髄視床路 
内側毛帯路

原因

メニケル 
マイスネル

圧： ルフィニ 
パチニ

どんな影響があるのか？

識別ができない

動作に問題が出る

物と物の識別ができない
アプローチは

意識する
識別のするために 
必要な感覚を



感覚障害に重要なこと
感覚アプローチに重要なのは：意識して感覚を識別すること

物体の性質を知り 
リスクを回避する

深部感覚表在感覚

自己身体の状態を把握し 
環境に適応する

深部感覚



1.5時間セミナー（1月～6月）
＊会員外は参加費１６５０円　会員は無料



ADL分析セミナー（1月～6月）
VIP限定



VIP限定

アプローチセミナー（1月～6月）



症例検討＋画像評価（1月～6月）
VIP限定


